
２０１９年（令和元年）６月１日　発行／伊賀市　編集／企画振興部広聴情報課
〒５１８－８５０１　伊賀市四十九町３１８４番地　☎２２－９６３６　℻  ２２－９６１７　http://www.city.iga.lg.jp/

　

癸き

酉ゆ
う

医
会

　

近
代
日
本
の
幕
が
開
け
て
間
も
な
い
明

治
６
（
１
８
７
３
）
年
８
月
、
伊
賀
の
地

で
全
国
に
先
駆
け
て
医
師
の
職
業
団
体
で

あ
る
医
師
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
上
野

福
居
町
の
医
師
で
あ
っ
た
冨
山
淳
道
ら
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
こ
の
医
師
会
は
、
同

年
の
干
支
に
ち
な
み
「
癸
酉
医
会
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

明
治
政
府
が
、
近
代
的
な
医
療
制
度
を

導
入
す
る
た
め
「
医
制
」
を
発
布
す
る
の

は
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
で
す
。
こ
の

医
制
を
機
に
、
新
た
な
西
洋
医
学
の
知
識

を
身
に
つ
け
る
た
め
、
全
国
で
医
師
が
団

体
を
作
る
動
き
を
本
格
化
さ
せ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
癸
酉
医
会
の
発
足
が
、
ど
れ

だ
け
先
駆
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
分
か
り

ま
す
。

　

明
治
12
（
１
８
７
９
）
年
９
月
改
正
の

「
癸
酉
社
仮
規
則
」（
日
根
野
家
旧
蔵
資
料
）

に
よ
る
と
、
癸
酉
医
会
の
活
動
は
、
医
術

の
研
究
や
関
連
法
令
へ
の
精
通
、
衛
生
法

の
周
知
な
ど
が
中
心
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

癸
酉
医
会

で
は
、
会
員

の
全
員
が
集

合
す
る
「
大

会
」
と
、
阿

拝
・
山
田
の

両
郡
を
六
つ

の
区
域
に
分

け
、
各
地
域
の
医
師
が
集
ま
る
「
小
会
」

を
定
期
的
に
催
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

大
会
で
は
、
演
説
・
質
疑
・
談
話
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
一
方
の
小
会
で
は
、
医
術

の
研
究
や
法
令
の
回
読
、
患
者
統
計
表
を

調
査
し
て
の
流
行
病
・
風
土
病
な
ど
の
予

防
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
他
に
も
、
患
者
を
初

診
す
る
際
に
は
、
先
に
診
断
し
た
医
師
か

ら
申
し
継
ぎ
を
受
け
る
こ
と
、
一
人
で
確

定
的
な
診
断
が
で
き
な
い
場
合
、
他
の
医

師
と
協
議
し
て
確
実
な
診
断
を
下
す
こ
と

な
ど
、
会
員
間
で
の
連
携
が
図
ら
れ
、
薬

価
も
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
政
府
が
、
ま
だ
近
代
国
家
と
し
て

の
日
本
の
姿
を
模
索
し
て
い
た
頃
、
都
市

部
の
医
療
に
遅
れ
ま
い
と
結
集
し
た
伊
賀

の
医
師
た
ち
の
情
熱
が
、
多
く
の
患
者
を

救
い
、
次
世
代
の
医
師
を
育
む
原
動
力
と

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

文
化
財
課　
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　昨年の福井国体で優勝し、「三重とこわか国体」

伊賀市開催競技のサッカー（女子）に出場が期待さ

れている伊賀フットボールクラブくノ一の大嶽直人

監督（写真左）、杉田亜未選手（写真中）、宮迫たま

み選手（写真右）に話を聞きました。

Ｑ . これまでの国体に参加された印象を教えてくだ

さい。

（宮迫）　開催地の人たちが協力して盛り上げてくれ

る大会だと感じます。さわやかな気持ちで

試合に臨むことができて、雰囲気がとても

温かい大会ですね。

（杉田）　昨年の福井国体では、初戦で開催地の福井

県と対戦したのですが、観客全員が福井県

を応援していて、とても難しい試合でした。

（宮迫）　でも、小さい子どもたちや宿泊した旅館の

女将さんが「三重県がんばれー！」って応

援してくれたのが嬉しかったです。

Ｑ . とこわか国体への思いを教えてください。

（宮迫）　国体は幅広い年齢の人が知っている大会な

　　　　ので、なでしこリーグで勝った時よりも、

国体で勝った時のほうが「すごいね」って

声をかけてくれます。その認知度のある大

会で優勝して、伊賀市にサッカーチームが

あることをアピールしたいですね。

Ｑ . 市民の皆さんへメッセージをお願いします。

（杉田）　国体は多くの人が開催地を訪れるので、試

合を勝ち進み、決勝戦まで残れたら伊賀市

がもっと盛り上がると思っています。三重

県が優勝できるように、皆さんの応援をお

願いします。

Ｑ . 最後に大嶽監督からひと言お願いします。

（大嶽）　これから三重とこわか国体の開催まで、次

の世代の子どもたちのためにも、くノ一だ

けではなく、市民の皆さんと一緒に夢を追

いかけていきたいです。
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～三重とこわか国体をもっと知ろう～
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▲癸酉医会の規則

▲

表：「小会」の区域

※明治 26年５月改正「阿拝山田組合医会（伊賀癸酉

医会）規則」（日根野家旧蔵資料）より

区　域

一之部

二之部

三之部

四之部

五之部

六之部

町　　村　　名

上野町

小田・花ノ木・長田・島ケ原・新居村

丸柱・府中・三田・中瀬村

川合・玉滝・鞆田村

東柘植・西柘植・壬生野村

山田・布引・阿波・友生村


